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１ 要約 

「看護版やさしい日本語」研究会では、三島市と共同し、在留外国人が痛みの症状を円滑に伝

えられるツールとして「痛みのオノマトペ言語対比表」の作成を目標に活動を行った。作成する

言語は三島市における在留外国人者数を基に、スペイン語・タイ語・中国語・ベトナム語・ポル

トガル語の 5 言語に絞った。対比表の作成にあたっては、三島市や静岡県内で医療通訳や日本語

に精通している外国人を中心にインタビューやアンケート調査を行い 14 名の方にご協力頂いた。

調査で得た結果をまとめ、改めてそれらを通訳者や翻訳会社に日本語への再翻訳を依頼し、表現

の整合性を図った。 

今回調査を実施する中で日本語での痛みの表現の幅広さを痛感し、インタビューを通して改め

て在留外国人が症状を適切に伝える難しさを学んだ。これらの経験を活かし、在留外国人の方が

受診される際のサポートについて引き続き検討を行っていきたい。 

 

２ 研究の目的 

近年、医療福祉現場において在留外国人とのコミュニケーションとして「やさしい日本語」の

使用が注目されている。医療×「やさしい日本語」研究会のリーフレットにはやさしい日本語を

話す際のコツとして「オノマトペ」を使わないことが記載されている。しかしながら、症状のア

セスメントを行う上で「ズキズキ」「ガンガン」「シクシク」などの「痛みの性質や頻度」を表すオ

ノマトペは重要な手掛かりとなっている。これまでの調査により、在留外国人が受診時に自身の

症状をうまく伝えられないことを不安に感じていることが示唆され、症状を円滑に伝えるツール

の開発が必要であるとの課題が見出された。 

本プロジェクトでは、痛みの表現を調査し、日本語の痛みのオノマトペと各国での痛みの表現

を「痛みの表現対比表」としてまとめ、在留外国人の受診時のサポートの一助となるツールを作

成することを目的とした。 

 

３ 研究の内容 

痛みの表現は部位によっても異なり、幅広い事から、受診する機会が多いと考えられる腹部症

状に特化した対比表を作成することとした。言語は三島市および静岡県の在留外国人統計を参考

に検討を行い、スペイン語・タイ語・中国語・ベトナム語・ポルトガル語の 5 言語とした。腹部



 

の痛みのオノマトペと、それらの訳・例文の一覧表を作成し、それらを基に各言語のプロジェク

トチームがインタビューや痛みの表現アンケートを実施した。調査には、三島市の在留外国人や

医療通訳に携わっている方など、日本語および各言語に精通する方々にご協力頂いた。表現の整

合性を担保するため、調査で得た結果を、調査に関わっていない第三者の通訳者または翻訳会社

に日本語への再翻訳を依頼した。日本語への翻訳を基に、表現を確認し最も適した表現法を採用

し対比表にまとめた（写真１・２）。 

 

４ 研究の成果 

（１）当初の計画 

各国の言語での痛みを表現について調査し、「痛みの表現対比表」としてまとめる。作成する

言語は三島市および静岡県の在留外国人統計を参考に検討し 5 言語程度とする。調査は三島市の

在留外国人にご協力頂き、インタビューやアンケート調査を実施する。作成した対比表は三島市

内の病院やクリニックへ配布する。 

 

（２）実際の内容 

COVID-19 感染拡大に伴い、インタビュー調査は Zoom を用いての実施となったが、概ね予定通

りに計画が進んだ。当初は三島市の在留外国人の方のみを調査協力対象者と考えていたが、医療

に関する表現は特殊であることから、適任者を見つけることが難しく、三島市を越えて協力者を

募った。 

 

（３）実績・成果と課題 

実績・成果 

調査では合計 14 名の方々に協力が得られた（表１）。 

 

（表１）調査協力者数一覧 

（名） 

スペイン語 2 ベトナム語 3 

タイ語 2 ポルトガル語 3 

中国語 4 

 

〔インタビュー結果〕 

①オノマトペについて 

・スペイン語やポルトガル語にはオノマトペがないため、細かい表現が難しく直接的な表現を 

使うことが多い。 

・医療通訳においてオノマトペは医師との間では使用するが、患者と使うことはない（スペイン

語）。 

・中国語ではオノマトペのような表現はあるが、痛みを表すオノマトペは少ない。 

 

 

②医療通訳者の苦労 



 

・ネットなどを活用すれば翻訳は簡単にできるが、それでも言葉の壁が大きく、細かな意思疎通

が難しい。 

・腹痛の際は、ジェスチャーや指差し、表情などで痛みを伝える。また、具体例を挙げて痛みを 

伝える場合もある。 

・医療用語は専門分野のため難しく、医師と患者さんの仲介は苦労が多い。 

 

③医療職者に求めること 

・痛みを伝える際に、具体的な絵やイメージがあると外国人にも伝えやすい。 

・日本と外国では治療が違うため、外国人のことを理解した上で治療を行って欲しい。 

・中国では東洋医学が行なわれているため、医師は患者の脈を最初に診ることが多く、問診が  

中心の診察の場合、不安になることも多い。 

・外国人が日本の医療機関を訪れた際は、やさしい言葉を使ったり、もっと医療者側から話しか 

けて欲しい。 

 

〔プロジェクトにおける今後の課題〕 

今回は腹部症状に特化した痛みのオノマトペについてまとめたが、今回選択した以外にも痛み

を表現するオノマトペはあり、腹部症状の全ての痛みのオノマトペを網羅することは難しいと感

じた。また、アセスメントを行う上で痛みの表現以外に、痛みの波や、症状の期間、排泄の有無

について問うことも多く、受診する上でオノマトペ以外の伝え方ツールの必要性も見出された。 

調査をする中で、「グルグル」「ギュルギュル」といった痛みの表現にも方言があることに途中

で気付き、学びとなった。今回は三島市内の医療機関を中心に配布を検討しているため、静岡で

使用されているオノマトペを採用したが、今後作成する際には方言についても配慮していきたい。 

 

５ 課題提出者・地域からの評価 

 

外国人住民にとって医療現場でのコミュニケーションは、日本で生活する上で難しさを感じる

ことの一つという声を多数聞いていた。今回作成された「痛みの表現対比表」が医療機関にある

ことで、外国人住民を気に掛け、歩み寄ろうとしていることが伝わり、不安の解消につながる一

助となるだろう。 

また、今回の研究により、これから医療の現場に出る学生に外国人住民が感じる不安や国によ

る医療機関利用方法の違いを知ってもらう機会の一つとなったことも大きな成果と考えている。 

外国人住民の増加が予想される中、今後とも医療現場における外国人住民への支援や意識が、

継続・発展していくことを期待している。 

 

 

 

 

 

 

 



 

〔アンケート結果を基に作成した対比表〕 

写真① 

 
 
写真② 

 


